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BIM/CIMモデルの考え方

国土交通省 BIM/CIM導入ガイドライン（案）共通編 令和2年3月より



BIM/CIMモデルの考え方



○平成24年度から橋梁、ダム等を対象に3次元設計（BIM/CIM）を導入し、着実に増加。
○令和元年度は、361件（設計業務：254件、工事：107件）で実施。

BIM/CIM活用業務・工事件数の推移

累計事業数 設計業務：545 工事：446 合計：991

国土交通省 令和2年9月1日 第4回 BIM/CIM推進委員会 資料2より
国土交通省 令和2年6月26日 第6回 BIM/CIM推進委員会 基準要領等検討WG参考資料より

BIM/CIM活用の現状



国土交通省 令和2年9月1日 第4回 BIM/CIM推進委員会 資料4-1より

CIM導入ガイドラインの再編（令和３年度）

https://ocf.or.jp/cim/cimsoftlist/
https://ocf.or.jp/cim/cimsoftlist/


令和2年度 リクワイヤメント

・BIM/CIM関係の基準要領等の改定に向けた課題抽出を目的として、部分的に試行。

必
須 １-4 BIM/CIMモデルの作成・更新、属性情報の付与、BIM/CIMモデルの照査、BIM/CIMモデルの納品

＜BIM/CIM導入ガイドライン＞、＜BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン＞、＜BIM/CIM事業における成果品作成の手引き＞

１ 段階モデル確認書を活用したBIM/CIMモデルの品質確保
・＜段階モデル確認書＞に基づきBIM/CIMモデルを共有し、その効果や課題について抽出する

必
須

選
択 ２ 情報共有システムを活用した関係者間における情報連携

・情報共有システムの3次元データ表示機能等を活用し、関係者間の情報連携を実施する

選
択

３ 後工程における活用を前提とする属性情報の付与
・BIM/CIMガイドラインに固執せず、事業ごとの特性から追加すべき属性情報を検討する

４ 工期設定支援システム等と連携した設計工期の検討
・「設計-施工間の情報連携のための4次元モデルの考え方」を参考に施工ステップに沿ったBIM/CIMモデルを構築する

５ BIM/CIMモデルを活用した工事費の算出
・BIM/CIMモデルから数量を算出するとともに、算出された数量に基づく概算事業費の算出を行う

６ 契約図書としての機能を具備するBIM/CIMモデルの構築
・契約図書としての要件を備えたBIM/CIMモデルを作成し、3次元モデルと2次元図面との整合性について確認する

７ 異なるソフトウェア間で互換性のあるBIM/CIMモデル作成
・ICTを活用した3次元計測との連携によって、BIM/CIMモデルを活用した効率的な監督・検査に必要な事項をまとめる。

８ BIM/CIMモデルを活用した効率的な照査
・3次元モデルと属性情報に基づき、効率的な照査を実施する

９ BIM/CIMを活用した監督・検査の効率化
・ICTを活用した3次元計測との連携によって、BIM/CIMモデルを活用した効率的な監督・検査に必要な事項をまとめる。

１０ 後段階におけるBIM/CIMモデルの効率的な活用方策の検討
・BIM/CIMモデルを用いた仮設計画、施工計画を行い、出来型管理を検討、実施する

国土交通省令和2年7月14日 第6回 BIM/CIM推進委員会実勢体制検討WG 資料3より

新
規

新
規

https://ocf.or.jp/cim/cimrequirement/
http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html


国土交通省 令和2年9月1日 第4回 BIM/CIM推進委員会 資料2より

各検討項目のロードマップ（案）

規格・技術の統一化
・BIM/CIMのデータ仕様等について、実施結果を踏まえて標準化を図る。
・規格・技術及び提言等を一元管理し、BIM/CIMに関する協調領域の拡大を図る。



国土交通省 令和2年9月1日 第4回 BIM/CIM推進委員会 資料2より

各検討項目のロードマップ（案）

適用事業の拡大
・BIM/CIMの段階的な運用拡大に向け、現時点での普及程度を踏まえた上で、国土交通省として示すべき方針及び課題解
決を適宜推進する。



高度利活用
・BIM/CIMの活用による建設生産・管理システム全体の効率化・高度化を目指す。
・併せて、成果品の二次利用等、建設生産・管理システムの枠を超えた活用を目指す。

各検討項目のロードマップ（案）

国土交通省 令和2年9月1日 第4回 BIM/CIM推進委員会 資料2より



普及促進
・BIM/CIMの普及に向けて、受発注者のBIM/CIM実施体制等を整備。
・モデル作成の効率化のために必要な措置について検討し、適宜実装を推進。

国土交通省 令和2年9月1日 第4回 BIM/CIM推進委員会 資料2より

各検討項目のロードマップ（案）



国土交通省 令和2年9月1日 第4回 BIM/CIM推進委員会 資料3より

令和５年度までに小規模を除く全ての公共工事におけるBIM/CIM原則適用に向けて、段階的に適用拡大。
各進め方については、下表を予定。
今後、どの段階からどのように３次元モデルを活用していくかについて、業界団体等とも協議の上、工種別に整理。

BIM/CIMの詳細設計・工事への適用ロードマップ（案）



IM＆VRソリューション –設計データの活用と最新基準への対応

VRと各種土木設計ソフトや構造設計・解析ソフト、クラウドシステム等を連携しBIM/CIMによるフロントローディング支援。
i-Construction、国土強靭化に対応した統合ソリューション。



IM&VRソリューション 主要製品

■スイート積算／スイート建設会計
UC-1設計シリーズとのデータ連携から鉄筋干渉チェックが可能

■Allplan／3D配筋CAD
UC-1製品による数量算出と連動した積算から会計まで可能

■UC-1設計シリーズ
設計計算から計算書作成、図面作成まで可能。IFC出力対応

■VR Design Studio UC-win/Road
CIM統合モデルとして、様々なシミュレーションが可能



IM&VRソリューション 主要製品

モデリング レンダリング 3Dプリント
小永幹夫（有限会社ファイン）アニメーション

3Dアノテーション対応

累計販売数50万本を超えるロングセラーソフト。3次元CAD利用技術者試験1級の推奨ソフトに認定。
Shade3D

BIM/CIM設計照査ツール対応予定 IFCファイル入出力対応予定



CIM導入ガイドライン対応製品

線形モデル

CIM モデルの種類 対応製品

土工形状モデル

構造物モデル

広域・地形モデル

統合モデル

土木構造の設計計算から2次元図面およ
び3D配筋モデルを生成。3Dによる配筋
のシミュレーション機能も兼ね備えた
設計計算ソフトウェアです。
また、3D配筋CADと連携することで
3Dモデルによる配筋の干渉チェックが
可能になります。

各種プロジェクトの3次元大規模空間
を簡単なPC操作で作成でき、多様なリ
アルタイム・シミュレーションが行え
る先進のソフトウェアです。
IFC・Shape・LandXML・DWGなど
をサポートし、ますます充実した
BIM/CIMデータ交換ツールにより、フ
ロントローディングにおける各種シ
ミュレーション（景観、日照、交通、
風、騒音、浸水・津波、避難など）と
の連携を実現します。



3DAモデル ボーリング交換用データインポート

ボーリング交換用データ・・・ボーリング柱状図に関する規定

（地質・土質調査成果電子納品要領）

令和2年度 リクワイヤメントへの対応

CIMモデルの作成・更新



ガイドラインのパラメトリックモデル例 UC-1シリーズの入力画面

令和2年度 リクワイヤメントへの対応

CIMモデルの作成・更新



令和2年度 リクワイヤメントへの対応

属性情報の付与

+3モデルIFC変換ツール、3D配筋CAD

躯体・鉄筋情報

属性追加設定

属性設定ツール

土木IFC検定クリア



令和2年度 リクワイヤメントへの対応

土量計算

数量計算
UC-1設計シリーズ

積算連携データ

UC-1 Suite 積算

土量

スイート建設会計

BIM/CIMモデルを活用した工事費算出



令和2年度 リクワイヤメントへの対応

UC-1設計シリーズ

契約図書としての機能を具備するCIMモデルの構築



令和2年度 リクワイヤメントへの対応

干渉チェック

干渉回避

IFC出力
干渉シミュレー
ション結果出力

2次元図面出
力

CIMモデルを活用した効率的な照査



令和2年度 リクワイヤメントへの対応

3D配筋CAD, 3DモデルIFC変換ツールUC-1設計シリーズ

CIMモデルを活用した効率的な照査



UC-1 Cloud自動設計

自動設計シリーズ
Auto Series 共通機能Webアプリケーション

ソフトウェアのインストール必要なし
インターネット環境があれば、PCやタブレット端末やス
マートフォン等、デバイスを選ばず主要なWebブラウザ
で使用可能

ユーザアカウント毎の環境
別々の端末でも同様の設定やサービスが利用可能

高い利便性
会社のPCで作成したデータを、外出先ではタブレット
端末やスマートフォンで利用とさまざまなシーンで活用

最小限の入力
タブレットやスマートフォン端末といった比較的小さな
画面での利用を想定し、入力項目を最小限に抑え、
少ない入力で概略的な計算が行えるよう対応

レスポンシブなインターフェイス
PCやタブレット等のマルチデバイス、マルチブラウザで
快適に利用



CIMモデルの詳細度

詳細度（LOD)・・・３Dモデル作りこみレベルの基準

詳細度 定義

100 対象を記号や線、単純な形状で位置を示したモデル

200 対象の構造形式が解る程度のモデル

300 附帯工等の細部構造等を除き、対象の外形形状を正確に表したモデル

400 詳細度300に加えて、附帯工、接続構造などの細部構造及び配筋も含めた、正確な
モデル

500 対象の現実の形状を正確に表現したモデル



CIMモデルの詳細度

LOD200～400のモデルはUC-1設計シリーズでも作成は可能

多機能故、詳細なデータ入力が必要



3D配筋CAD
パラメトリックモデリング

UC1 設計計算 ケース比較

詳細入力

Shade3D
形状編集
3Dアノテーション
-----将来-----
図面生成

Shade3D
鉄筋、細部編集
モデル照査
3Dアノテーション
-----将来-----
数量計算
図面生成

UC1 設計計算

CIMモデル (IFC)
3D+3DS+計算簡易入力属性+パラメト
リックモデリング情報

モデル確認

UC-win/Road 4D

ユーザ簡易入力

CIMモデル (IFC)
3D+3DA+属性

ユーザ入力

詳細度200-300

詳細度400 UC-win/Road 4D

3D配筋CAD
干渉チェック、UC1からのモデル生成、数量計算

3D CAD汎用モデリング
機能はShade3Dで

形から設計

詳細度ごとの取り組み



3Dパラメトリックツール



3Dパラメトリックツール

パラメトリック入力 3Dモデル生成 UC-1連動

モデリングソフトとしての利用も可能



3Dパラメトリックツール

2D図面インポート

構造一般図

2Dインポート



3Dパラメトリックツール

3Dモデルインポート

ALLPLAN作成した3Dモデル 3Dインポート



属性付IFCデータは、UC-win/Roadに取り込むことにより、正確な位置に自動でモデルを配置し、
属性情報が確認可能となることを想定。
また、全体系モデルの確認や結果の確認も可能となる専用Viewerの開発を目指す。

※画面はイメージです。

UC-win/Roadで自動配置

専用Viewerで結果確認

3Dパラメトリックツール



「 UC-1設計シリーズのBIM/CIMへの
取り組みと今後の展望」

ご清聴ありがとうございました。
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